
共同研究報告書(2003年度) 作成 :040630/西垣功一

ゲノムプロフィリングシステムの開発

DevelopmentofGenomeProfilingSystem

西垣 功一 1*､塩田 千絵 1､幸塚 麻里子1､斎藤 あゆむ 1､森田 健2､斎藤 史朗2､

金井 成等 3､浜野 圭一4､富谷 宣秀4､金海 栄一4､籾山 政慶2､

KoichiNishigakil*,chicShiotal,MarikoKoudukal,AyumuSaitol,KenMorita2,shirouSaito2,

NaritoshiKanai3,KeiichiHamano4,YoshihideMiyatani4,EiichiKanaumi4,MasayoshiMomlyama2

1埼玉大学 工学部機能材料工学科

DepartmentofFunctionalMaterialsScience,SaitamaUniversity

2ァィシン精機株式会社

AISINSEIKICo.,Ltd.

3株式会社アイシンコスモス研究所

AISHINCOSMOSR&DCo.,Ltd

4タイテック株式会社

TAITECCORPORATION

本研究は､インターネット上のゲノムのみによる種の同定システム òn-webGP,をインターネット環境か

ら独立しても使用可能なシステムとし､同時に簡易で再現性の高い系とすることを目指した｡このことは､

個別の研究･検査機関において開拓 ･蓄積した情報を管理しやすくし､データベースの信頼性を高めることを

容易にする意味がある｡一方で､世界に開放しうるデータをグローバル ･データベース基地 (現在､埼玉大

学)に登録し､広く利用できるものとするための標準化を実現している｡ システムはi)再現性高く簡易に

ゲルを作成するためのプラスティック製ゲルカセットおよび泳動用のホールダー部分､ii)〟TGGE装置部分

(定電圧装置含む)､iii)ゲルカセット中の試料をそのままの状態で蛍光モニターするための専用蛍光読取装置､

iv)モニターした蛍光画像についてゲノムプロフィリング処理し､付属のもしくはインターネット上のデータ

ベースを参照して種を同定するためのコンピュータシステムなどから成り立っている｡今回､特に i)､iii)の

ハードウエアの開発(既にii)は実現済み)とiv)の画像処理･データ処理のソフトウェア開発を中心として行い､

さらに､こうして構築された ｢孤立型 (stand-aloneiype)GPシステム｣の有効僅モニターを行ったO具体的

に､種々の近縁のイネ銘柄種などを用いて､それらの種同定を行い､システムの有効性を検査 (コシヒカリ､

ササニシキ､アキタコマチなどの種々のイネ銘柄テスト)したが､その範囲内で完壁な成績を挙げ､今回開

発したシステムが簡便な孤立 (stand瑠lone)系として十分使用しうるものであることを示したO今後の課題と

しては､必要とする試料の量をより少なくすることや特徴点抽出を完全自動化するなどが挙げられる｡
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